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（一社）日本家政学会 2023年度第 2回臨時理事会議事録 

 
 

開催日時 ： 2024年 3月 3日（日） 10：30～12：30 

開催場所 ： オンライン会議 

役員氏名  会長： 赤塚 朋子 

副会長： 薩本 弥生、高村 仁知、藤井 恵子 

理事： 東 珠実、川端 博子、倉持 清美、鈴木 明子、高橋 哲也、當麻 亜紀、平林 由果、 

安川 あけみ 

監事： 綾部 園子、今川 真治 

 

理事 18名のうち本日の出席理事 12名で、本理事会は成立することを確認。 

本理事会議事録署名人は、赤塚会長、薩本筆頭副会長、綾部監事、および今川監事。 

 

2023年度第 4回（通算 494回）理事会議事録（案）、議事抄録（案）の承認 

 

 

【議案】 

第 1 号議案  総務委員会 (薩本副会長) 

（1）入会申し込み者の承認（資料 4） 

2023 年度正会員 10 名、学生会員 10 名、2024 年度正会員 1 名、学生会員 2 名計 23 名の入会申し込み者

について、満場一致で入会を承認した。 

 

第 2 号議案  2024年度代議員総会議案書（案） (赤塚会長) 

(1)議案書案（表紙案） (薩本副会長) （資料 5） 

資料をもとに、議案書案が提案され、現時点での議案書として承認した。追加の議案に関しては、4月の理事

会で改めて審議することとした。 

 

第 3 号議案  第 76回大会実行委員会 (東理事)   

（1）大会ポスターの承認（資料 6） 

東第 76回大会実行委員長より、ポスター案について説明があり、満場一致で承認された。 

（2）大会予算案の承認（資料 7） 

資料に基づき、大会予算案について説明があった。収入について広告料の修正（企業展示の社数の変更お

よび税抜きであったものを税込みでの表記に修正）の説明があった。発表要旨のｐｄf作成費の計上が必要ない

ことが指摘され、その点を修正することで満場一致で承認された。 

（3）大会日程について（資料 8） 

資料に基づき、大会日程について説明があった。申し込み締め切り後に複数の部会から総会等の申し込みが

あったが、会場校で部屋が確保できたこと、大会の活性化のためにプラスになることから、今回は締め切り後の申

し込みも認めることを会長から提案があり認めることとした。発表賞の表彰と閉会式をすることが前回理事会で決

まったため、すでに日程に入っているが、開会式が必要ないか、審議されたが、例年通り、開会式はしないことが

確認された。以上の内容で満場一致で大会日程について承認された。 

(4)その他 

能登地震で被災された方への参加費免除について（赤塚会長） 

東日本大震災にならって減免することが提案され、審議された。実施することに関しては満場一致で承認され

た。手続きとして事前に大会 HPの参加費の振り込みのサイトに文面を追加すること、学会誌にも掲載することが

提案され、承認された。事務手続きの煩雑さを避けるため、事前に振り込んだ後、大会当日に被災証明書を提示

することで参加費を返却することになった。 
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第 4 号議案  規程等集の改正（薩本副会長） 

（1）会員種別について (高村副会長) （資料 11） 

前回理事会で提案されたジュニア会員制度の導入に伴い、規程改正案が提案され、審議された。学会誌の配

布に関して議論になり、ジュニア会員には会費との関係で配布はしない方針が承認された。手続きとして「規程 

Ⅱ-2 一般社団法人日本家政学会会員の資格・権利」の改正が必要なことが確認された。次回理事会で上記規

程の中で学会誌の配布に関してジュニア会員は除くとする内容を新旧対照表で示して再度、審議することとなっ

た。ジュニア会員になるメリットは学会に参加して将来は発表の機会を得ることにある。 

学生会員の期間の 1 年延長の提案と大会申し込みの際、4 月から会員になることをもって発表申し込みできる

ようにすることの提案があった。大会時に卒論でまとめた学生の発表を促進させるメリットがある。現状では演題申

し込みは会員に限っているため、2 年間の会費の支払いが必要となる。アンケートを取ってエビデンスを取ること

が提案されたが負担対効果を考えると実施が難しいため、この件に関しては次回執行部の審議に託することにな

った。 

永年会員の提案に関しては財政的に減収になりそうなので今回は取り下げられ、次期執行部に託すことにな

った。 

 

第 5 号議案  企画・広報委員会 (高村副会長)   

(1)2024年度若手の会の活動助成について（資料 9,10） 

若手の会の助成金額についても部会に準じて 8万円と同様にすることが提案され、その方針が承認された。案

内の文書は若手の会用のものが現状でないため、次回の理事会までに作成し、報告することとなった。 

 

第 6 号議案  その他 

 次回の会議の時に議案書の中身を確認する。 

                                                               以上 


